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其6．輕量二二中等量紫外線ノ蓮綾照射が家兎

血液像及ビ白血球機能二及ボス影響

金澤讐科大學病理學教室（杉山敏授指導）

繁  田  源  信
  66ア2∫伽 ．S／iigela

  （昭和14年9月8日受附）

内 容 抄 録

 3頭ノ家兎二人工高山太陽燈ヲ以テ紫外線ヲ照射

シ，50糎ノ距離ヨリ10分間2日間ノ間隔ヲ以テ3回照

射シタルモノヲ第1群トナシ，40糎ノ距離ヨリ15分

間，隔日二5回照射シタルモノヲ第2群トナシ，血液

像及ピ白血球機能ヲ検シタルニー般二各k／1回照射

ノ場合ト大差ナキモ第1群二叉テハ第1回照射直後二

退行性右方移動ヲ思ハシムルモ以後照射ニテハー般二

進行性左方移動ナリ．

 第2群ノ中等量照射二於テハ白血球総数ハ後二至リ

減少シ來リ，且ツ照射二丈ル1時玉目ノ退行性右方移

動5時間目ノ進行性左方移動ヲ示スナルモ回ヲ重ヌル

モ蓄積性ヲ認メズ，只輕キ馴致性ヲ有スルヲ見タリ．

目

   緒  言
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第2章 實験成績

 第1節 照射家兎背部ノ状況亜二髄重ノ攣動

 第2節 紫外線照射ノ血液像並二白血球機能二及

  ボス影響

次

  第1項 血液細胞ノ量的攣化

  第2項 假性エオジン嗜好白血球核分葉数ノ攣

     化

  第2項 白血球機能ノ攣化

第3章 総括及ビ考按

   結  論

緒

 余ハ襲二正常家兎ノ背部ヲ萌毛シ，人工高山

太陽燈ヲ用ヒ，紫外線ヲ照射シテ白血球機能二

二血液像ヲ楡シタルニ，其ノ中等量，EPチ40糎

ノ距離ヨリ10分間照射シタルモノハ照射直後ハ

共ノ機能ヲ減退シ，後昂進ヲ來シ，假性エオジ

ン嗜好白血球ノ核分葉藪バー時増加シ，後減少

言

セリ，帥チ照射1時間後ハ退行性右方移動ニ

テ，後著明ナル進行性左方移動ヲ示セル事ヲ報

告セリ．樹輕量部チ50糎ノ距離ヨリ10分聞照射

二四テモ，僅カニ同様ナル傾向ヲ：有スル事モ報

告シ，亦前回二於テ輕量紫外線照射，印チ50糎

ノ距離ヨリ5分聞，隔日照射ノ場合二於テモ，
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1回照射ノ場合ト同様二，進行性左方移動二終

始シ，第1回，第2回照射ヨリ第3回，第4回

照射ニチハ其ノ進行性左方移動ノ程度ノ梢々減

退スル事，EPチ家兎ハ同一刺戟二封シ僅カナル

馴致性ヲ有スル事モ報告セリ．依ツテ本編二野

テ50糎ノ距離ヨiJ 10分間照射ヲ2日ノ間隔ヲ置

イテ3回照射シタルモノ1頭，並二中等量タル

40糎ノ距離ニテ15分間，隔日5回照射ヲ行ヒタ

ルモノ2頭トニ就キテ，白血球機能並二血液像

ヲ槍シタレバ，蝕二二一告セントス．

第1章實験材料及ビ實験方法

 1）實験動物，採血方法亜ビニ標本ノ製作方法ハ第

1回ノ報告ト同檬ナリ．其ノ他ノ四二方法モ，第1回

報告二於テ詳述セルラ以テ本門二二於テハ軍二其ノ重

要ナル部ヲ特二略記スル事トナセリ．

 2）紫外線護生装置

 金澤署科大一理學的診療科二襲置シアルIlanovia會

肚製作ノ人工高山太陽燈（電源ハ交流100「ボルト」，6

「アムペア」）ヲ用ヒタリ．

 3）照 射 方 法

 3頭ノ家兎背部ヲ縦10糎，横5糎ノ大サニ直鋏ヲ以

テ皮膚ヲナルペク損傷セザル程度二尊毛シ，先ヅ1頭

ヲ人工高山太陽燈ノ面諭管ヨリ背部迄ノ距離ヲ50糎ト

ナシ，10分間ヲ2日ノ間隔ヲ置イテ3回照射シ，次デ

他ノ2頭ハ距離ヲ40糎トナシ15分間，隔日二5回照射

セリ．

 4） 白血球遊走速度標本製作並二測定法

 家兎ノ耳翼ヨリ湧出セシメタル血液ノ1滴ヲ覆蓋硲

子ノ下面申央二探リ，之ヲ「ノイトラール赤1萬倍無

水アルコホール」ノ色素膜ヲ有スル濡物硝子面上二伏

セ，周園ヲ「ウゼリソ」ニテ封ジ，之ヲ37。Cノ恒温ヲ保

テル杉山氏加濃二二二二シ，約15分後ヨリ測定ヲ開始

シ，約1時間牛ニテ終了セリ．余ハ二二エオジン嗜好

白血球20個ヲ二二ト思ハル、部ヲ覗野二表ハレタルモ

ノニ付テ3分間測定セリ．

 1）假性エオジン嗜好白血球墨粒貧喰標本製作並二

梅査法

 漏出法二面リ製作セシ「ノイトラール赤加アラビア

ゴム墨雷丸ヲ附着セル，載物硝子面上㍉家兎ノ耳翼

ヨリ湧出スル血液ノ1滴ヲ，上蓋硝子ノ下面中央二探

リタルモノヲ伏セ，周團ヲ「ワゼリン」ニテ封ジ，之ヲ

37。Cノ恒温ヲ有スル加温箱二移シ，約1時闇牛放置後

取リ出シ，素性エオジン嗜好白血球100個ヲ鏡心シ，

留出セラレタル墨壷ノ大小，数量ノ多少二依リ，土

（1）十（2）什（3）柵（4）ノ4階級二分類シ，其ノ譜面値ヲ

求メタリ．

 6）各種白血球百分率及ピ假性エオジン嗜好白血球

核移動，検索ノタ♂，メィ・ギムザ重複染色塗抹標本

ヲ作製セリ．赤血球及白血球ノ数ノ算定ニハ：Neubauer

計算器ヲ使用セリ．

第2章實験成 績
     第1節照射家兎背部ノ

       歌況，禮重ノ攣動

 第1號家兎ニチハ輕量ナル爲二只僅カニ背部ノ照射

部位二赤色ヲ帯ビ來リシノミニテ著攣ヲ認メザリキ．

盟重ハ其ノ測定ヲ鉄ケリ．

 第2號家兎，艦重2・000瓦．

 3月16日午前8時45分ヨリ9時二至ル15分間照射

（第1回）12時頃二至リ軽キ護赤門アリ，午後3時頃二

期群々著明トナル．

 3月17日 護赤が赤色トナリ著明，髄重5瓦減少t

 3月18日 エ5分間照射（第2回）赤色著明トナリ，艦

重25瓦減少ス．

 3月19日 褐色ヲ幣ビ來ル．三重20瓦増加．

 3月20日 15分間照射（第3回）再ビ赤色著明トナル

膿重5瓦減少．

 3月21日 褐色ヲ帯ブ．膣重20瓦増加．

 3月22日 15分間照射（第4回）赤褐色ヲ呈ス．燈重

55瓦ヲ増加．

 3月22日 赤褐色稽・々消極シ來ル．膿重80瓦ヲ減少

ス．

 3月24日 15分間照射（第5回）赤色ヲ再ビ増ス．腿

重30瓦増加，

 3月25日 赤色消裾シ，僅カニ有スルノミ・トナル．

鎧重25瓦ヲ減ズ．
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 3月27目 嚢毛シ來ル．盤重30瓦ヲ増ス．

 3月29日 畿毛著明．謄重85瓦ヲ増ス，

 家兎膣重2・090瓦トナリ，照射値二幅シ90瓦ヲ増加

セリ．

 之ヲ要スルニ本家兎二於テハ著明ナル落屑來

ラズ，比較的早ク褐色ヲ帯ビ來リ，且翻訳ヲ

早ク來セリ．而シテ本家兎ノ禮重心第1回，第

2回照射嘉日照射翌日ヨリモ休日ノ翌日二減少

ヲ示シ，第3回，第4回，第5回照射二至リテ

ハ之二反：シ，休日ノ翌日二艦重ノ増加ヲ來セ

リ．

 第3號家兎，髄重2．030瓦．

 3，月21日 15分間照射（第1回）午後3時頃二至リ稽

k赤色ヲ帯ブ．

 3月22日 赤色ヲ幣ブ．髄重65瓦増加．

 3月23日 15分間照射（第2回）隠々赤色ヲ呈ス．艦

重55瓦ヲ減少ス．

 3月24日 著明二赤色ヲ有ルニ至ル．膣重35瓦ヲ増

ス．

 3月25日 15分間照射（第3回）赤色著明ナリ，盟重

25瓦ヲ減少ス．

 3月26日 赤色著明，膣重10瓦ヲ滅ズ．

 3月27日 15分間照射（第4回）梢’々赤色ヲ減ズ．膿

重：10瓦ヲ滅ズ．

 3月28日 爾赤色ヲ減ズ．膣重50瓦ヲ壇ス．

 3月29日 15分間照射（第5回）僅カニ赤褐色ヲ呈

ス．百重10瓦ヲ減少ス．

 3月30日 赤褐色ヲ呈ス．膿重20瓦ヲ減ズ．

 4月1日 赤褐色ヲ呈シ，粒糠朕落屑ヲ有ス．九重

ヲ5瓦増加ス．

 4月3目 護毛シ來ル．膣重30瓦ヲ増加ス．

 家兎幾重・2・085瓦トナリ，射照値二比シ55瓦ヲ増加

・セリ．

 之レヲ要スルニ，本家兎二於テハ著明ナル毒

舌欺落屑ヲ示シ，第2號家兎二言シ褐色ヲ呈ス

ル事遅ク，且獲毛シ來ル事モ遅レタリ．而シテ

本家兎ノ艦重ハ，第1回照射ヨリ第4回照射二

品ル迄，照射ノ翌日ヨリモ休日ノ翌日二罷重ノ

減少ヲ示シタリ，心心5回照射一癖テ休日ノ翌

・々日二僅カニ5瓦ヲ増加シタルノミナリ．

 以上照射家兎背部ノ機運並二細砂ノ攣動ヲ以

テ，2頭ノ家兎ヲ比較スルニ，第2號家兎ノ皮

膚ハ人工高山太陽燈ノ照射刺戦二封シ，反鷹が

第3號家兎ヨリモ少ナキが如ク＝テ，褐色ヲ早

ク帯ビ來り，著明ナル落屑ナク，稜毛モ早ク，

且ツ罷重ノ増加モ早ク比較的多カリシナリ．

    第2節 紫外線照射ノ血液像

    並二白血球機能二陣ボス影響

 既国記セルが如ク，紫外線ノ照射ハ人工高山

太陽燈ノ獲多層ヨリ，家兎ノ背部ヲ縦10糎，横

5糎ノ大サニ勢毛シタルヲ，先ヅ50糎ノ距離二

置キ，其ノ勇毛部以外ノ部分ハ照射セザル様黒

瀬ヲ縦10糎，横5糎ノ大サ＝窓ヲ作りタルモノ

ヲ以テ覆ヒ，黙燈後10分遅テ照射ヲ開始シ，第

1號家兎ニハ10分間，2日聞ノ闇隔ヲ置キ照射

シ，第2群ノ2頭ノ家兎冥鑑距離ヲ40糎トナ

シ，15分間，隔日二5圃照射ヲ行ヒ，照射後1

時闇ニテ駆血ヲ始メ，後日1群ハ12日聞，第2

群ハ13日聞二丁リ，白血球機能並二赤血球藪，

白血球絡数，各種白血球百分率，假性エオジン

嗜好白血球ノ核移動ヲ綱索シ，次ノ如キ成績ヲ

潜込リ．

    第1項血液細胞ノ量的攣化

 1）赤血 理数
 第1表，第1號家兎ニチハ照射二半ツテ初メ

僅カニ増ス事アルモ後一般二減少セリ．第2

表，第2號家兎＝テハ照射到着ツテ増加セリ．

第3表，第3號家兎ニチハ第1回，第2回照射

迄ハ増加スルモ，其ノ後バー般二減少セリ．

 之ヲ要スルニ赤血球藪ハ照射ノ初メ短甲梢々

増加スルモ其ノ後バー般二不定ナリ．

 2）白血球総敷
 第1表，第1號家兎ニチハ白血球総数バー般

二増加スルモ内容ヲ詳細二幅スル時ハ照射後1

時闇目ハ減少シ4時聞目ヨリ増加スルヲ見ル．

第；2表，第：2號家兎ニチハ第1回1照射ニチハ僅

力＝減少シ，第2回，第3回照射ニチハ増加ヲ

示シ，第4回，第5回照射ニチハ減少ヲ示ゼ
リ．

 第3表，第3號家兎ニテハー般二減少ヲ示セ
リ．

 之ヲ要スルニー般二第1群ノ第1號家兎ノ輕
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量照射ノ場合ハ増加スルモ，第2群ノ如キ中等

三二及ブ場合ハ，初メ僅カニ減少ノ傾向ヲ有

シ，後上増スモノノ如キガ，其ノ家兎ノ個性叉

ハ照射ノ間隔ノ關係＝テ或ハ増シ，或ハ減ズル

ナリ．

 3）各種白血球百分率

 イ）假性エオジン嗜好白血球百分率

 第1表，第1號家兎ニチハ第1回照射後バー

時増加シ，後干ジ，第2，第3回照射二依ツテ

増加シ3回照射後二減少ヲ示シタリ．

 第2表，第2號家兎ニテハー般二照射二依ツ

テ其ノ百分率ヲ増加セリ．

 第3表，第3號家兎＝テハ照射二依ツテー般

二増加スルモ第5回照射後バー時減少ヲ見ル時

期ヲ有ス．

 之ヲ要スルニー般二照射二依ツテ仮性エオジ

ン嗜好白血球百分率ハ増加スルモ，間隔ノ長キ

輕量照射並二隔日5回照射＝テモ其ノ照射後二

減少ヲ示ス事アリ．

 ロ）淋巴球百分率

 as 1表，第1號家兎ニチハ第：1回照射二依ツ

テ僅カニ減少シ，著増シ，第2，第3回照射二

依ツテ減ジ照射後増加セリ．

 第2表，第2號家兎ニテハー般二減少ノー路

ヲ辿り，第3表，第3號家兎ニチモ同様一般二

減少シ居ルモ，5回照射後法追々増加ヲ示セ
リ．

 之レヲ要スルニ假性エオジン嗜好白血球百分

率ト相反スル増減ヲ示スナリ．

 ハ）大軍核球百分率，碁盤基白血球百分i率

 第1表，第1號家兎，第2表，第2號家兎，

第3表，第3號家兎二於テ増減一定セズ．

 二）エオジン嗜好白血球百分率

 第1表，第1號家兎ニチハ共ノ照射後ノ1日

或ハ2日目二；檜加ノ傾向ナリ．

 第2表，第2號家兎ニチハ第1回，第3回照

射二様テ増加シ，5回ノ1貿滅後モ増加ス．

 第3表，第3號家兎＝．テハ第1回，第2回照

射直後二増シ，第4回照射二依ツテ表ハレ5回

照射後ニハ増加セリ．

 之ヲ要スルニー般的酔罵著攣ヲ示サズトナス

が適當ナラン．

   第2項假性エオジン嗜好白血球

      核分葉数ノ攣化

 第1表，第：1號家兎ニチハ假性エオジン嗜好

白血球核分葉藪ハ照射1時闇目別館カニ増加

シ，4時間目＝至り著明二減少シ，2日後上柳

塁f照値二復シ，第2回照射ニチハ照射二依ツテ

直チニ核分葉数ヲ減少シ，其ノ2日後＝ハ僅カ

ニ正常値ヨリ増加セリ．次デ第3回黒子二九リ

テハ，照射＝依ツテ核分葉数ヲ著明二減少シ，

其ノ後閑漸次核分葉敷ヲ増シ，9日口＝ハ塁1照

値回復セリ．

 之ヲ要スルニ第1群ノ第1號家兎ノ輕量照射

二於テハ，第1回照射ニチハ前回報告ト同様照

射後1時闇目ニハ増加ヲ示シ，後減少ヲ著明二

戸シタリ．第；2回照射二至リテハ既二1時間ニ

テカ、ル増加ハナク，直チニ減少シ，4時聞目

ニハー寥ｸ少ヲ示セリ．然ルニ第3回照射二於

テハ照射後1時間ニシテ既定著明二核分葉敷ノ

減少ヲ來シ，後漸…突増加ヲ楽譜ルナリ、

 第2表ノ2，：第2號家兎＝於テハ照射1時貸

ニチハ其ノ核分：葉敷ヲ増加シ，5時間後二減少

シ，1日目口ハ尚ホ減少ヲ績ケ，第2回雌射ニ

チハ照射1時間後ノ核分葉数ノ増加著明トナ

リ，5時国後＝バー層減少ヲ示シタリ．爲川劇

翌日ノ休日二其ノ核藪ヲ増加ス．第3回照射＝

於テハ照射後1時間目ハ核分葉数ヲ増スモ，劃

照値二比シテ，比較的多キモ前日ノ核分葉数二

戸スルニ僅カニ其ノ核数ヲ増加スルノミナリ．

而シテ其ノ5時聞目二於ケル減少モ僅少トナ

リ，途二封照値以下日照ラズ，然レドモ此ノ第

3回照射迄ハ第1回照射ト同年照射二依ツテ共

ノ核分葉数ヲ増加シ，5時間目ニハ減少シタル

モ第4回照射ニチハ照射後1時聞目二既二核分

葉数ヲ減ジ，5時間目二反ツテ増加セリ．ヵ、

ル輕量照射ト同様トナリ核移動モ甚ダ僅カチル

醜悪ニシテ，第5回照射ニテ再ビ正常ノ如ク照

射1時：重目ニチハ核分葉数ヲ：噌シ，5時聞目ニ

ハ減少スルニ至レリ．然レドモ其ノ減少ハ封照

［ 98 ］
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値以下ニハ降ラザリキ．5回照射後ノ翌日＝著

明二核分葉数ヲ減ジ，次デ比較的上，下ノ卑下

ヲ來シテ封照値二上ケリ．

第3表ノ2，第3號家兎二目テハ，照射二依

第 1表   距離50糎，2日間隔15分照射 第1號家兎

検 査 照射後 赤血球数 白1磁球
白血球百分率
ﾏ察細胞200個 襯察細胞

假「エ」白血球核分葉数
@    100個

月 日 経過時日 （万十念） 総 激 P 1、 M ：B E 1 11 囲lv V 牟回状P分葉数

28／V 照射前 1748 6，750 29，062．0 4．0 3．5 ユ．5 31 49 14 5 1 1．96

29／V 堅雛 758 7，000 29，063．0 4．0 3．0 ユ．0 34 40 18 7 1 2．01

29／V ’一

黶w哩。’ 悔ヲ2 7，550 33，058．5 4．0 3．5 LO 34 50 14 2 0 184
一一@、一’

30／V 1日目 67 7，700 27，065．0 3．5 3．5 1．0 31 45 23 1 0 194

31／V 2日目 65  1 8，050 26．5 66．5 1．0 3．G 3．0 30 46 22 2 0 t96
1／五V

照射後1時間 ～708
6，750。 45．5 39．5 7．0 6．0 2．0 34 49 14 3 0 1．86

1／エV 4時間後 725 7，080 44．0 47．5 5．0 3．0 0．5 48 42 8 2 0 t64

2／IV 4日目 641 7，700 37．0 49．5 3．5 7．0 3．0 38 50 12 0 0 1．74

3／VI 5日目 695 7，500 30．0 63．5 2．5 2．5 1．5 28 44 23 5 0 205

4／VI
照射後1時間

658 6，900 53．0 42．0 1．5 2．0 工5 53 33 13 1 0 t62

4／VI 4時間後 682 7，100 54．5 41．0 2．0 2．5 0 50 38 9 2 1 1．66

5／VI 7日目 622 7，050 27．5 62．5 4．0 4．0 2．0 40 40 15 5 0 1．85

6／VI 8日目 700 7，100 28．0 63．5 3．5 3．5 ユ．5 35 45 17 3 0 1．88

7／VI 9日目 749 7，600 27．5 65．5 3．5 2．5 ユ．0 31 49 15 2 3 玉97

10／VI 12日目 770 7，500 34．5 54．0 3．0 7．0 1．5 36 44 17 3 0 1．87

備  沙

漏1回照射

第2回照射

第3回照射

第2表  距離4C糎，隔日15分間照射 第2號家兎

梅 一

月L日

15／1正1

16／1工疋

16／1正正

17／｛1［

18／1（1

18／正工1

19／11r

20／III

20／III

21，1［1

22／［［［

22／M

23／111

24／II［

24／II［

25／1r［

27／1［［

29／1工疋

照射後

経過時日

照射前
照射後
1時間

5時間後

1日目
照射後
1時間

5時間後

3日目
照射後
1時間

5時間後

5日目
照射後
1時間

5時間後

7日目
照射後
1時間

5時聞後

9日目

11日目

13日目

膣 重

（瓦）

2．oeo

2．000

1．995

1．960

1，980

1．975

1．995

2．050

1970

2．000

1．975

2．005

2．090

赤血球数

（万軍位）

697’

742
  ﾖ

7701

809

823

812

845

863

937

855

756

719

775

743

793

738

738

688

白血球

総 数

；：1器

騨
giz6g

飛

慰
！i．g，ig

81ii：・

6．930

白血球百分率
観 察
細胞数

200

r／

t！

tl

t／

11

t1

11

1／

11

tl

tl

tl

tl

ll

t／

r1

1／

P

32．5

56S
55．0

54．0

53．0

62．0

39．5

49．a

44．0

55．0

63．5

40．5

51．0

43．5

43．0

47．0

48．5

45．5

LIM
65．0

39．0

40．5

43．5

43．0

36．0

58．0

49．0

53．0

41．5

33．0

58，5

47．5

55．5

56．0

48 0

49．5

49．5

1．0

1．O

O．5

1．0

1．O

O．5

0．5

0．5

ユ．0

1．O

O．5

0

0

0

0．5

1．5

0．5

0．5

B

1．5

3．5

3．5

1．5

2．5

1．0

1．0

1．0

2．0

2．0

3．0

ユ．0

1．5

0．5

0．5

3，0

1．0

4．5

 1摘  要
EI
o

O．5

0，5

0

0．5

0．5

1．O

O．5

0

0．5

0

0

0

0．5

0

0．5

0．5

0

第1回照射

第2回照射

第3回照射

第4回照射
xx@’@’t／

醸繭射

1

x

x

／

ノfe，t’

／ t．

な

＼〉’癖

  魂
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ツテ1時間話二一分葉数ヲ増シ，5時赤目ニテ  射＝テハ第1回照射程著明ナラザルモ第1回照

減少シ，1日目ニハ省ホ減少ヲ示シ，第2回照  射ト同様ナル増減ヲ示シ，共ノ休日ニハ1照射後

                   ／湧∫

            第 3表  距離40糎，隔日15分間照射 第3號家兎

橡 三

月 日

20／111

21／III

21／1［1

22／11正

23／rf1

23／III

24／K（

25／111

25／11エ

26／1（1

27／JII

27／HI

28／［Tr

29／1工【

29／エ∬

30／III

 1／IV

 3／IV

nt－tw＝

照射後

経過時日

照射前
照射後
ユ時間

5時間後

1日目
照射後
1時間

5時間後

3日同
照射後
1時間

5．時間後

5日目
照射後
1時間

5時間後

7日目
照射後
1時間

5時間後

9日目

11日目

13日目

膿 重

（瓦）

2．030

2．020

2．095

2．040

2．075

2．050

2．040

2．030

2．080

2070

2．050

2．055

2，085

赤血球数

（一軍位）

684

708

833

766

762

626

589

512

546

543

578

651

691

548

591

561

496

555

白 一

二 激

10．320

9．360

10．100

10．320

8．610

10．320

10．000

9．220

8．980

8．420

7．940

8．170

8，480

7．140

6．380

7．620

7．700

10．560

白血球百分as
観 察
細胞数

200

t／

t！

tl

ll

tl

t！

tl

ll

tl

tl

t1

1！

tl

t／

11

t！

1／

P  I L

33．0

46．0

54，5

34，5

49．5

47．5

36．0

41．0

45．0

46．0

40．0

39．0

38．0

47．0

42．5

25．5

32．5

40，5

56．5

40．5

38．0

55．0

41．5

42．5

61．0

52．5

50．0

44．0

51．5

48．0

57．0

47．0

52．0

69．5

58．5

52．0

M
o

O．5

0

0

0

0．5

0．5

0．5 一

1．0

2．O

o

1．O

O．5

0．5

0

0

0

0，5

B E

10．0

11．0

7．5

10．0

7．0

9．5

2．5

5．5

4．0

7．5

8．0

1ユ．5

3．5

5．5

5．0

4．0

7．0

5．5

O．5

2，0

0

0．5

2，0

0

0

0．5

0

0．5

0．5

0．5

1．O

o

O．5

1．0

2．0

1．5

摘  要

第1回照射’

第2回照射

第3回照射

第4回照射

第5回照射

第1表ノ2 距離50糎，2日遠隔10分照射 第1號家兎

’槍 査

月 日

28／V

29／V

29／V

30／V

31／V

l／VI

1／VI

2／VI

3／VI

4／vr

4／VI

5／VI

6／V｛

7／V正

10／VI

照射後

経過時日

照射前
照射後
1時間

4時聞後

1日目

2日目
照射後
1時間

4時聞後

4日目

5日目
照射後
1時聞

4時間後

7日目

8日目

9日目

12日目

假「エ」白血球

観 察
細胞数

20

tl

ll

tl

t！

t／

t1

1！

11

1／

t！

tl

ll

tl

lt

卒均遊走速度
 μ／分

20．95

19．52

25．05

2333

21．91

20．94

24，13

32．29

20．57

24．95

23．33

21．43

22．29

21．52

20．57

假性エオジン嗜好白血球墨粒貧喰

観 察
細胞数

」凹臨隔s匹旦一噸己 

100

tl

ll

t1

1／

1！

t1

1！

t！

11

t！

tt

ll

ll

r1

0

15

17

14

15

18

13

14

17

24

19

13

15

ユ6

12

18

±
1

70

68

67

66

65

71

68

59

51

60

68

65

65

74

66

十
2

13

13

15

15

14

13

15

19

16

16

14

16

ユ4

8

12

3

2

2

4

4

3

3

3

4

8

3

4

3

4

5

3

柵
4

o

o

o

o

o

o

o

1

1

2

1

1

1

1

1

雫 均
示唆度

1 ．02

1．00

1．09

1．08

1．02

1 ．06

1．07

ユ．13

1．11

1．09

1．12

1．10

1．09

1．09

1．03

備  考

第1回照射

第2回照射

第3回照射

‘
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第2表ノ2 距離40糎，隔日15分間照射 第2號家兎

槍 上

月 日

15／［1（

16／II［

16／ lr［

17／II［

18／II正

18／1旺

19／II正

20／IIエ

20／ rl1

21／III

22／11［

22／【1正

23／［1［

24／III

24／III

25／［II

27／II正

29／1正1

照射後

経過時日

照射前
照射後
1時間

5時間後

1日目
照射後
1時間

5時間後

3日目
照射後
1時間

5時機転

5日目
照射後
1時間

5時闇後

7日目
照射後
1時間

5時間後

9日目

11日目

13日目

假性エオヂン嗜好白血球核分葉数

観 察
細胞数

100

11

1！

11

1／

11

11

11

1！

1／

11

r1

11

1，7

1／

1！

1！

1！

1

44

37

42

46

39

52

41

33

41

39

44

39

41

35

41

56

39

49

II

40

48

47

45

33

41

36

49

39

43

42

40

43

46

42

37

45

35

III

14

12

11

9

23

5

21

16

15

14

12

14

15

15

17

7

14

14

lv

2

3

0

0

5

2

2

2

4

4

2

1

1

v

o

o

o

o

o・

o

o

o

l

o

o

o

o

410
O IO

0

2

2

o

o

o

牢均核
分葉激

1．74

1．81

1．69

1．63

1．94

1，57

1．84

1．87

1．85

1．83

1．72

1．77

1．76

1．88

1．76

1．51

1．79

1．69

假「エ」白

血球牛均
遊走速度
 ＃〆分

21．05

17．75

27．40

20．10

19．15

25，85

19．25

19．15

23．80

22．10

21．55

22．30

23．95

17．50

25．65

22．80

22．80

20．20

摘 要

護赤ス

赤色ヲ帯ブ

褐色ヲ帯ブ

褐色トナル

赤褐色ヲ帯ブ

褐色消槌

護毛ヲ始ム

護毛著明

第3表ノ2 距離i40糎，隔日15分間照射 第3號家：兎

検 査

月 日

20／KI

21／！［1

21／III

22／ H［

23／1［1

23／II［

24／1II

25／lli

25／1［1

26／II［

27／III

27／“1

28／1正【

29／II［

29／1［r

30／III

1／正V

3／IV

照射後

経過時日

照射前
照射後
1時間

5時間後

1日目
照射後
1時間

5時聞後

3日目
照射後
1時閻

5時間後

5日目
照射後
ヱ時間

5時間後

7日目
照射後
1時間

5時聞後

9日目

11日目

13日目

假性エオヂソ嗜好白血球核分葉激

観 察
細胞数

100

ll

1！

11

1／

1！

1！

11

1！

t／

11

1！

rl

1！

1／

ll

t／

1！

1

47

37

46

53

43

47

43

36

43

51

47

44

50

50

52

50

44

41

ii iii［（ivlv

   假「エ」白

   血球李均
4S均核遊走速度
分葉数 μ／分

摘 要

38 1 12 i 3 i O i 1．71 1 2130

41 1 19 1 3 1 O i 1，88 1 16．95

40 ［ 13 1 1 1 O 1 1．69 1 26．40

36 11 0 0 1．58 20．65 梢々赤色ヲ呈ス
35 1 20 1 2 1 O 1 1．81 1 17．75

421 912101 1．661 24．10

48 8 1 0 1．67 2400 赤色ヲ帯ブ
47 i 14 1 3 i O 1 1．84 1 2120

46 1 8 1 3 1 O 1 1．71 i 24，40

41 5 3 0 1．60 22．55 赤色著明
34 1 15 1 4 1 O 1 1．76 1 19．00

46 1 9i 1． 1 O 1 1．67 1 23．10

31

34

42

49

2 17 1 0 1．69 2玉．55

2 14 3 1 1．73 18．10

1 14 3 0 t63 25．60 赤褐

4 16 0 0 t66 22．10

2 11 3 0 玉．73 18．40 批糠

9 10 0 0 1．69 20．70 護毛

赤褐色ヲ呈ス

批糠性落屑アリ

護毛ヲ始ム
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ノ5時射目ヨリ僅カニ核分：葉激ヲゴ曾加セリ．第；

3回擁射＝至りテハ1時間目ノ核分葉数ノ堀加

ハ相懸著明ナルモ5時聞目ノ減少ハ僅丁田テ第

2號家兎同様封戸値ヲ下ラザリキ．第4回照射

二至リテハ照射1時聞目ノ核：分葉数ノ増加ヲ甚

シク減ゼリ．第5回照射＝於テハ特二其ノ増減

ヲ減ジ，5回照射後ハ僅カナル鍵動ヲ以テ封照

値耳近ケリ．             ・

 之ヲ要スル時外2群ノ第2號，第3號家兎二

於テハ第1回報告一瞬ペタル如ク先ヅ照射直後

ハ核分：葉藪ヲ増シ，5時回目ニハ著明ナル減少

ヲ示セリ．第2回照射ニチモ同様ナル核分葉数

ノ増減ヲ蟹隈ルモ其ノ休日二爾者共二多少ノ差

ヲ有スルモ核分葉数ノ増加ヲ示セリ．第3回照

射量至リテハ核：分葉数が勤照二比シ増多ノ欺態

ニテ増減シ，5時聞目ニモ観照値ヨリ減ゼザリ

キ．爲二増減ノ差，僅少ナリ．第4回照射二至

リテハ第2號家兎ハ1時長目二核激ヲ減ジ，5

時忍目二増加ヲ示シ，第3號家兎ハ正常ノ増減

ヲナスモ共二其ノ差ハ僅少ナリ．第5回照射二

於テ同憂者共二正常状態二増減スルモ其ノ差僅

少ナリ．以後多少ノ手動ヲ：有スルモ漸訳条彫値

＝近ケリ．

    第3項白血球機能ノ攣化

 1）假性＝オジン嗜…好白血球準均遊走蓮度

 第1表ノ2，第1號家兎二於テ第1回照射ニ

テ其ノ1時聞目ニハ僅力＝平均遊走速度ヲ減

ジ，4時聞目二著明二昂進セリ．而シテ漸次減

退シ塁f照値トナリ，第2回照射ヲ行フニ其ノ1

時聞ニチハ減少ヲ示サズシテ4時闇目二昂進

シ，後漸次減退シ，第3回照射ニチハ第1時周

目腐既二昂進ヲ示シ，以後漸次減退シ，12日目

職封照値一側奮セリ．

 第2表ノ2，第2號家兎ニチハ第1回照射二

戸ツテ其ノ1時丁目曲見明二Zls均遊走速度ヲ減

退シ，5時問目隠著明ナル増加ヲ示セリ．第2

回照射ニチハ同檬ノ増減ヲ示スモ，第1回1鵬寸

ノ如ク著明ナラズ，第3回照射二至リテハ同様

ノ増減ヲ有スルモ，其ノ差ヲ減ジ，第4回照射

二至リテハ増減ノ差ヲ釜々減ジテ，1時間目モ

翼鳩車以下二黒ゼズ，且ツ翌日ノ休日二其ノ準

均遊走遽度ヲ増セリ，第5回照射＝至り，再ビ

第2回照射二近ク増減ヲ示シ，後漸次封照値二

塁ケリ．

 ：第3表ノ2，：第3號家兎ニチハ第1回照射≧

依ル1蒔間目ハ著明ナル平均遊走速度ノ減退ヲ

示シ，5時闇目録ハ再ビ著明ナル昂進ヲ示セ

リ．第2回照射ニチハ第1回照射二死シ梢々少

ナキ増減ヲナシ，第3回照射二至ルト1時聞目

ノ減退ヲi封照値近ク＝テ著明二表サズ，5時三

目唱酬昂進ヲ來セリ．第4回照射ニチハ再ビ増

進減退ヲ明カニ示スモ，其ノ差ヲ減ジ，第5回

照射掛長リテハ増減ノ差，蓬々著明トナリ，第

2回照射程度ノ増減ヲ示セリ．後輕キ攣動アリ

テ参照値二近ヅク．

 之ヲ要スルニ第：1群，第：1號家兎ニチハ第；1

回1照射二於テハ前第2回ノ報告ノ如ク，其ノ1

時玉目二戸カニ其ノ雫均遊走速度ヲ減退シ，4

時問目二著明ナル昂進ヲ來セルナリ．然ルニ3

日後ノ第2回照射ニテ不均遊走速度ノ減退ヲ歓：

キ，4時聞後山昂進ヲ示シ，第3回照射ニチハ

全ク自計二1時間目二審二手均遊走速度ノ昂進

ヲ來セリ．

 第2群，第2，第3號家兎ニチハ余ノ嚢二報

告シタル如ク照射1時閥後ノ『繊遊走遺度ノ減

退5時聞目ノ昂進ヲ示シ，第2，3回1照射＝至

ルニ從ヒ，其ノ増減ノ差ヲ短縮シ，第3號家兎

＝テハ第3回照射二於テ其ノ1時聞目二遊走速

度が封照値近クニテ著明ノ減退ヲ示サズ，第4

回照射ニチハ第2號家兎が封照値以下二減退ヲ

見ザルニ至ル．而シテ第5回照射二至リ2頭共

二再ビ其ノ差ヲ著明＝示ス剛臆レリ．

 2）急性エオジン嗜好白血球，墨銀貧喰機能

 白血球機能ノ1タル墨虫押喰機能ハ干均遊走

速度トー一致スルモノニシテ，只時二其ノ増減ノ

高低ノ頂鮎ヲ異ニスルが如キ場合アルモ其ノ多

クハ誤差範團ナリ．故二共ノ：弔：均遊走斜度ヲ測

定スル場合ハ霧粒寅喰機能モ照々同・一一・Aナルモノ

ナル事ハ諸先輩諸氏ノ報告面骨ルモ余ノ今日迄

ノ實験成績二依リテモ知ルヲ得タルヲ以テ，本
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第 4・表   距離50糎，闇隔2日15分照射 第1號家兎，第1群．

白血球百分i率経 過

?日

赤血球数

i万軍位）

白血球

?数 P 1、 M ：B E

李回忌

ｪ葉数

遊走速度

ﾊ／分

墨 粒：

n喰i率

照射前
ﾆ射後1時聞4時間後

P日目

Q日目
ﾆ射後1時間4時間後

S日目

T日目
ﾆ射後1時間4時間後

V日目

W日目

X日目

P2日目

748

V58

V20

U75

U54

V08

V25

U41

U95

U58

U82

U22

V00

V49

V70

6，750

V，000

V，550

V，700

W，050

U，750

V，080

V，700

X500

U900
V，100

V，050

V，100

V，600

V500

29．0

Q9．0

R3．0

Q7．0

Q6．5

S5．5

S4．0

R7．0

R0．0

T3．0

T4．5

Q7．5

Q＆0

Q7．5

R4．5

62．0

U3．0

T8．5

U5．0

U6．5

R～し5

S7．5

S9．5

U3．5

S2．0

S1．0

U2．5

U3．5

U5．5

T4．0

4．0

S．0

S．0

R．5

P．0

V．0

T．0

R．5

Q．5

P．5

Q．0

S．0

R．5

R．5

R．0

3．5

R．0

R．5

R．5

R．0

U．0

R．0

V．0

Q．5

Q．0

Q．5

Sの

R．5

Q．5

V．0

1．5

P．0

P．O

kO
R．0

Q．0

O．5

R．0

P．5

P．5

1．96

Q．01

P．84

P．94

P．96

P．86

P64
?I74

Q．05

P．62

｡66
P£5

P．88

狽X7

狽W7

20．95

P9．52

Q5．05

Q333
Q1．91

Q0・94

Q4．13

Q2．29

Q0．57

Q495
Q3．33

Q1．43

Q2．29

Q1．52

Q0．57

1．02

P．00

P．09

P．08

P．02

P．06

P．07

k13
P．11

P．09

P．12

?D10

P．09

P．09

P．08

第4表ノ2 距離5C糎，間隔2日15分照射 第1號家兎，第1群．

封
照
ヲ

100
ト

セ
ノレ

百
分

経 三

時 日

照二二
照射後
1時間

4時間後

1日目

2日目
照射後
1時間

4時間後

4日目

5日目
照射後
1時間

4時間後

7日目

8日目

9日目

12日目

赤血球数

（万軍位）

100

101

96

90

87

95

97

86

93

88

91

83

94

100

103

白血球

総 数

100

104

112

114

119

100

105

114

1ユ1

102

105

104

105

113

111

白血球百分率

P

100

100

114

93

91

157

152

128

ユ03

183

188

95

97

95

119

L

100

102

94

105

107

64

77

80

ユ02

68

66

101

102

106

87

M
100

100

100

88

25

175

125

88

63

38

50

100

88

63

75

B

100

86

1CO

lOO

86

171

86

200

71

57

71

114

100

71

200

E

100

66

66

66

200

132

33

200

工00

100

0

132

100

66

100

4s均核

分葉敷

100

103

94

99

100

9jr

84

89

105

83

85

94

96

’gol

95

遊走速度

μ／分

ICO

93

120

111

105

100

115

106

98

1君9

111

玉02

106

103

98

墨 粒

貧喰……籍

100

98

107

106

100

104

105

111

109

107

110

108

107

107

101

編二於テ第1群，第1號家兎ノ墨粒貧喰機能ヲ

槍シタルノミニテ他ハ之レヲ省略セリ．

 第1群，第1表ノ2，第1號家兎ニテハ第1

回照射二於テ墨粒貧喰機能ハ1時聞目二減退

シ，5時間目二増進ヲ示シ，第2回照射ニテハ

其ノ1時間目ノ減退ヲ歓キ，第3回1照射＝テモ

同様ニテ増進ヲノミ示シタリ．而シテ後漸次勤

照値＝近ヅケリ．之レヲー般的二見ル時ハ全ク
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第5表 距離40糎，隔日15分間照射 第2第3家兎：雫均値，第2群．

實

数

値

経 過

時 日

照射前
照射後
1時間

5時間後

1日目
照射後
1時聞

5時闇後

3日目
照射後
1時聞

5時間後

5日目
照射後
1時間

5時間後

7日目
照射後
1時間

5時間後

9日目

11日目

13日目

赤血球撒

。万軍位）

691

725

802

788

793

719

717

688

742

699

667

685

733

646

692

650

617

622

白血球

糖 臓

g，ego

8．435

8．855

8．940

8．910

9．305

9940
8．465

9．365

9．305

8．735

7．520

7．580

6．680

6．375

7．020

7．655

8．745

白血球百分率
1）

33．3

51．0

54．8

44．3

51．3

54．8

37．8

45．0

44．5

50．5

51．8

39．8

44 5

45．3

42．8

36．3

40．5

43．0

60．8

39．8

39．3

49．3

42．3

39．3

59．5

50．8

5L5
42．8

42．3

53，3

52．3

51．3

54．0

58．8

54．0

50．8

M
O．5

0．8

0．3

0．Jr

O．5

0．5

0．5

0．5

1．0

1．5

0．3

0．5

0．3

0．3

0．3

0．8

0．3

0．5

B

Jr．8

7．3

5．5

5．8

4．8

5．3

1．8

3．3

3．0

4．8

5．5

6．3

2．5

3．0

2．8

3，5

4．0

5．0

E

O．3

1．3

0．3

0．3

1．3

0．3

0．5

0．5

0

0．5

0．3

0．3

0．5

0，3

0．3

0．8

1．3

0．8

4s均核

分葉勲

1．725

1．840r

1．69

1．6e5

1．875

1．615

1．755

1．855

1．78

1．715

1．74

1．72

1．725

1．805

1．72

1，585

Z．76

1．69

遊走速度

〃分

21．175

17．3S

26 90

20．375

18．45

24．97S

21．625

20．175

24．10

21．825

20 275

22．70

22．75

17．80

25．625

22．45

20．60

20．45

髄 重

2．015

2．010

2．045

2．000

2．028

2．013

2．018

2．040

2．025

2．035

2．013

2．030

2．088

第5表ノ2 踵離40糎，隔日15分間照射 第2第3家兎李均百分率，第2群．

照

ヲ

100

ト

セ

ノレ

百

分

率

経 過

時 日

照射前
照射後
1時間

5時間後

1日目
照射後
1時間

5時聞後

3日目
照射後
1時間

5時間後

5日目
照射後
1時闇

5時間後

7日目
照射後
1時闇

5時間後

9日目

11日目

13日目

赤血球数

（万尋位）

100

105

116

114

115

104

104

100

107

101

97

99

106

93

100

94

89

90

白血球

総 数

100

93

97

98

98

102

109

93

103

102

96

83

83

73

70

77

84

96

自血球百分率

P

100

153

165

133

154

165

114

135

134

152

156

120

134

136

129

109

122

129

1，

100

65

65

81

70

6Dr

98

84

85

70

70

88

86

85

89

97

89

84

M
100

160

60

100

100

100

100

100

200

300

60

100

60

60

60

160

60

100

100

126

95

100

83

91

31

57

52

83

95

109

43

52

48

60

69

86

E

100

432

100

100

432

100

166

ユ66

0

166

100

10e

166

100

100

266

432

266

4s均核

分葉数

100

107

98

93

109

94

102

108

103

99

101

1CO

100

105

100

92

102

98

遊走速度

〃分

100

82

127

96

87

118

102

95

114

103

96

107

107

84

120

106

97

97

騰 重

100

102

99

101

100

100

101

101

101

100

101

104
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驕・
照後後目

 経過時

1 5 3

騙・
後後目

日 →

1 5 5

舗・
後後目

157
驕・
後後目

1 5 9

時時  日間間
後後目

11

日

廊

日

目

李均遊走遽度トー致シ，第1回照射ニチハ1時

間口＝僅カニ減退シ，4時闇目二充進ヲ來シ，

第2回照射ニチハ1時闇目モ4時闇目ニモ充進

ヲ示シ，第3回照射ニチモ同様ナルナリ．

．［ 105 ）



ユ06 繁 田

第3章総括及ビ考按

 前章二於テ余ハ3頭ノ家兎ヲ2群二別チ，入

工高山太陽燈ヲ用ヒ，紫外線ノ輕量ヲ2日間ノ

闇隔ヲ以テ3回，中等量二於テ，隔日5回照射

シ，共ノ経過中ノ白血球ノ遊走速度並二墨型貧

喰機能ヲ槍シ，併セテ赤血球数，白血球総堀，

各種白血球百分率，假性エオジン嗜好白血球核

移動ヲ幣串セリ．依ツテ共ノrp均値ヲ第1，第

2群二分チテ第4表，第5表二表ハシ，封照ヲ

100トセル百分率ヲ第4表ノ2，第5表ノ2ニ

テ表ハシ，共ノ百分率ヲ圖示シタルモノヲ第

1第2圖トナシ，其ノ所見ヲ総括スレバ次ノ如

シ．

 1）赤血球数

 第4表，第4表ノ2，第1圖二見ルニ赤血球

敷ハ照射前748萬ナルが照射1時井目二梢々増

加シテ758萬迄トナリ其ノ後脚一般二減少ノー

路ヲ辿ルモ3回ノ照射が終ツテ9日目頃ヨリ増

加シ12日目二字リ770萬二及ベリ。

 第5表，第5表ノ2，第2圖二戸テハ照射前

691萬個ナルが照射二依ツテ増加シ，第1回照

射ノ5時間目二黒：高802萬個トナリ，第2回照

射迄ハ増加シ居り，第3回照射＝テー時減ジ後

梢々増スモ，第4回照射以後バー般二減少ヲ示

セリ．

 之ヲ要スルニ赤血球激ハ第1群，第1號家兎

ノ輕量照射ニチハ初メ僅カニ増ス事アルモ一般

二減少シ，絡リ＝至り再ビ梢々増加セリ．

 第2群ノ中等量」照射ニチハ第3回照射迄ハ増

加シ後減少セルナリ。

’2）白血球総単三二各極白血球百分率

 第4表，第4表ノ2，第1圖二見ルニ白血球

総数ハ照射前6．750イ固ナルが照射＝依ツテ漸次

増加シ最高ガ2日目ニテ8．050個トナル，其ノ後

馬度ノ挙動ヲ有スルモー虻田増加シ居ルナリ．

各種白血球百分率二於テ，単性エオジン嗜好白

血球ハ，第1回照射二依ツテ，照射前29．0％ナ

ルが照射後4時闇目二33．0％迄増加シ，後稻々

減少スルモ，第2回照射ニテ再ビ増加シ，其ノ

1時間目ニハ45．5％トナリ，其ノ後モ封照値ヨ

リ増加シ居り，第3回照射二至リ，更二増加シ

テ共ノ4時聞目二十：高値タル54・5％トナレリ・

其ノ後証反ツテ減少ヲ示シ，12日目日焼ビ増加

セリ．

 淋巴球ハ全ク之レニ反シ，大輩核球，嗜盤i基

白血球ハ共有第2回照射早霜ツテー時増加ノ傾

向ヲ示スモ，他バー般二三照値或ハ減少ヲ示セ

リ．「エオジン嗜好白血球ハ時二増加スル事ア

ルモー般的一著攣ヲ見ザルナリ．

 第5表，第5表ノ2，第2圖二見ルニ白血球

総数ハ照射前9．090個ナルが第1回照射二依ツ

テ減少シ，単二照射後1時間目＝最：モ少ナク

8．435個二輝輝リ．次デ第2回照射’二於テモ1

時聞目正風封照値ヨリ減少シテ8．910個トナリ，

5時聞今日至り増加シテ9．305個，3日目ニハ

9．940個ト最高値ヲ示セリ．次デ第3回照射二

於テモ1時明目二8．465個1・減少シテ，5時明目

二9．365個二増加セリ．其ノ後ハ雌射二依ツテ

モ増加ヲ示サズ，第5回照射迄漸次減少シテ共

ノ5時聞目＝6．375個ト云フ最低値ヲ表ハシ，

後漸次増加シ封照値二近ケリ．

 各種：白血球百分率二於テハ，假性エオジン嗜

好白血球ハ照射二依ツテ一般二増加スルモ第1

回照射ニチハ照射前33．3％ナルガ5時三目二最

高値タル54．8％迄増加シ，第2回照射ニチモ同

様ノ増加ヲ示セリ．第3回照射ニチハ休日二

50．5％トナリ：99 4回照：射ニチハ照射後1時間目

ガ51．8％＝テ本照射ノ最高ヲ示シ，第5回照射

ニチモ其ノ1時聞目ガ45．3％ニテ最高ヲ示セ

リ．即チ假性エオジン嗜…好白血球ノ百分…率ハ

第1回第2回照射ニチハ其ノ5時聞目が最モ多

ク，第3回二至ルト休日二最：モ多ク，第4回，

第5回照射ニチハ1時聞目二重モ多キ値ヲ示セ
リ．

 大軍核球ハ第3回照射二依ツテ最：モ増加スル

ノ傾向ニテ第4，第51回照射ニテ梢々減少ノ傾

向ヲ有スル外，著攣ヲ認メザルナリ．

［ 10s ］
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 嗜塵基白血球ニチハ第1回照射二融々増加ヲ

來シタルモ即自時二増加スル事アルモ一般二減

少セリ．

 「エオジン嗜好白血球切盛1回照射後ノ1時

闇，第2回照射後ノ1時間並二休日，第3回，

第4回照射ノ休日，第5回照射後ノ休日以後二

増加ノ傾向ヲ示セリ．印チ判司第2回照射三期

刺戟ノカ1ハリシ初メニー時的二増加シ，第3回

照射以後ノ、刺戟ノ有りシ翌日二増加ヲ示スナル

ヲ以テ不定ナリ．5回照射後バー般二増加セリ．

 3）イ劇物エオジン嗜好白血球不均核分葉数

 第4表，第4表ノ2，第1圖二見ルニ照射前

1．96ナル假性エオジン嗜好白血球ノ亭均核分葉

数ナルガ，照射後1時間ニチハ其ノ耳玉ヲ僅カ

ニiillir加シテ2．01迄トナリ，5旧聞目ニハ著明二

減少シテ1．84トナル．次デ漸次照照値段復シ，

第2回照射二至リテハ其ノ1時間曲ノ戸数増加

ヲ示サズ，反ツテ減少シテ1．86トナリ，5時聞

継＝ハ街ホ著明二減少シテ1．64トナレリ．次ヂ

第3回照射ニチハ照射後ノ1時鼎呂二L62ト著

明ナル減少ヲ見，後漸次馬丁ヲ増加シテ9日目

二半照星トナレリ．

 第；5表，第5表ノ2，第2圖二見ルニ照射前

1．725ナル陽性エオジン嗜好白血球ノ核分葉敷

が第1回照射二依ツテ1時闇目＝1．845迄増加

シ，5時聞目二1．69迄減少シ，尚ホ共ノ翌日ハ

1．605ト減少セリ．第2回照射ニチハ，1時間目

二1．875迄増加シ，5時間目ニハ1．615迄減少セ

リ．然レドモ其ノ村費ノ休日ニハ1．755陛照

値ヨリ増加ヲ示セリ．次デ第3回照射ニテ，照

射後1時間ニテ1．855迄外翼シタルモ，5時闇目

ノ減少ヲ滅ジ，1．78二止マリ，封照値以下二減

少セザリキ．翌日ノ休日＝1．715ト減少セリ．而

シテ第4回照射鳳至リテハ，照射後1時聞ノ核

数ノ増加，僅少＝シテ1．74二止マリ，5時凹目

モ1．72ニテ塁／照値ヨリ0．05ヲ減ズルノミナリ．

第5回照射ニチハ再ビ核分葉数ノ増加が梢々多

クナリテ1．805迄トナルモ，5時凹目ハ第；4回

照射同様1．72ニテ封照値：ヨリ0．05ヲ減ズルノ

ミ・然レドモ翌日ノ休日二至リ，最モ多ク減少

シテ1585トナリタリ．共ノ後非核数ヲ増減シ

テ封照値二近ヅケリ．

 之ヲ要スルニ第1群ノ第1號家兎ニチハ第1

回照射ニチハ中等量照射二歩タル，照射後1時

間ニチハ回数ノ増加ヲ示シタルモ，第2回照射

ニハ之ヲ示サズ，反ツテ減少ノ傾向トナリ，第

3回照射二至リテ輕量照射ト同檬照射後1時間

目二著明ナル核数ノ減少ヲ示シタリ．

 第2群ノ中等量照射家兎二重テハ，第1回，

第2回照射灯ハ余ノ四二報告シタルト同様二照

射後1時間目二野ノ亭均核数ヲ増シ，5時聞方

ニハ著明二減少ヲ示シタリ．第3回照射ニチハ

5時岡目ノ核数ノ減少ヲ減ジ，i封照値ヲ下ラザ

ル胎勢レリ．第4回照射ニチハ脚数ノ攣動甚ダ

僅少トナリ，5時闇目二於テ謝沈丁ヲ甚ダ僅少

二減ズルノミトナル．第5回照射二至リテ，照

射1時間目ノ核数ノ増加ヲ増シタルモ，5時間

目ノ減少著明ナラズシテ封照値ヲ僅カニ減ジタ

ルノミ。次二翌日二著明二核数ヲ減少シテ，後

増加ヲ示シ，謝照照二近ヅケリ．

 4）假性エオジン嗜好白血球機能

 イ）假性エオジン嗜好白血球遊走速度

 第4表，第4表ノ2，第1圖二見ルニ照射前

20．95μ／分，ナル平均遊走速度ナルが照射後1

時闇ニテ僅カニ其ノ速度ヲ減ジ，19．52Pt／分画

減退シ，4時間目田暇著明二増加シテ25．05、μ／

之迄二達セリ，後漸減シ，第2回照射ヲ行フニ，

1時間後二前日ノ遊走速度ヨリ僅カニ減ジタル

モ，封照値ト寄々一致シ居り，減退ヲ見ザリ

キ．而シテ4時間後無配24・13μ／分迄昂進シ，

後漸減シタリ．第3回照射二至リテ，照射後1

時間目二手二24・95μ／分迄昂進ヲ示シ，4時聞

目，翌日ト漸次減退シ，12日目二20・57Pt／分ト

ナリテ封半値近クナレリ．

 第5表，第5表ノ2，第2圖二見ルニ照射前

弔均遊走速度ノ21・175μ／分ナルが照射’1時間目

二著明＝減退シテ17・35μ／分トナリ，5時間目

ニハ26・90μ／分迄ト最：高李均遊走速度ヲ示セリ，

第2回照射ニチハ照射後1時間目二18・75μ／今

迄減退シ，5時間目＝ハ24・975μ／分迄昂進ヲ示
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セリ。第3回照射＝至りテハ照射後1時間目ノ

減退著明ナラズシテ20・175μ／分ニシテ5時聞目

串ハ24・ 1 Oli／分迄昂進セリ．第4回照射ニチハ

1時岡目ノ減退モ20・275A／癖直テ僅少，5時無

目ノ増進モ22・70μ／分ニテ甚シク僅少トナリタ

リ．然ルニ第5回照射二郷リテハ比較的著明ト

ナリ，照射後1時聞目二・・17・80μ／分迄減退シ，

5時蓮痔二25・625μ／分配昂進ヲ示セリ，以後漸

次減退シテ13日目ニハ葉理直ヨリ年々減ジ居レ

リ．

 ロ）假性エオジン嗜好白血球無因貧喰機能

 第4表，第4表ノ2，第1圖二見ルニ假性エ

オジン嗜好白血球李本朝粒貧喰率ハ照射前1．02

ナルが照射二依ツテ1時留目＝ハ減退シテ1．00

トナリ，4時間生船ハ1．09迄増進セリ．次デ第

2回照射ニチハ，其ノ1時問目二直腸増進ヲ示

シ，1．06トナリ，4時間目皿ハ1．07トナーJ，翌

4日目二1．13迄増進ヲ示セリ．第3回照射ニチ

ハ1．09迄照射後1時間目皿増進シ，4時曲目ニ

ハ1．12迄増進ヲ示セリ．其ノ後減退シテ塁撫｛値

二丁ヅケリ．之レ印チー般的二観察スル時前述

ノ甘甘遊走速度ト略々一致シ居ルナリ．

 以上鬼手エオジン嗜好白血球ノ平均核分葉数

ト準均遊走速度，並二平均墨粒貧喰機能トヲ封

照シ考按スルニ雫均核分葉数ニチハ第1群，第

1號家號＝テハ第1回照射ニチハ照射後1時曲

目入玉数ヲ僅カニ増シ，4時薄目日田比較的著

明二減少ヲ示シ，其ノ機能タル手均遊走速度並

二ZF均墨粒貧喰機能ハ1時間目二僅カニ減退

シ，後著明二昂進ヲ示セリ．即チ1時闇目ニハ

杉山教授ノ所謂退行性右：方移動ニシテ4時曲目

ハ進行性左方移動ナリ．然ルニ第2回照射二至

ルト此ノ1時丁目ノ平均核撒ノ増加ヲ表サズ，

反ツテ減少シ，準均遊走速度ハ減退セズ封照上

口アリ，墨粒貧的機能ハ細々増進ヲ示ス．4時

間目測至リテハ其ノ雫陰核数ヲ減少シ，雫均遊

走速度並二手均墨粒食喰能ヲ増進セリ．帥チ進

行｛生左方移動ヲ示スニ至ル．第3回照射＝至り

テハ照射後1時聞目二李均核分葉激ノ著明ナル

減少並二平均遊走速度，亭均墨粒食喰度ノ増進

ヲ示ス日岡レリ印チ，照射直後ヨリ著明ナル進

行性左方移動ヲ表ハセリ．

 第2群ノ2頭ノ家兎ハ共心第1回照射二於

テ，照射後1時間目ニハ比較的著明山薬藪ノ増

加ヲナシ，5時多目ニハ著明ナル核分葉藪ノ減

少ヲ示シ，亭均遊走速度モ亦同様著明二1時演

目二減退シ，5時間目脚立昂進ヲ示シタリ．印

チ著明ナル退行性右方移動ヨリ著明ナル進行性

左方移動ヲ示セリ．而シテ1日ノ休養ヲ置キ

テ，第2回照射二至リテハ，同様ノ増減ヲ示ス

モ，其ノ程度ヲ減ジタリ．而シテ翌日ノ休養日

二第1回照射＝テハ減ジタルモ第2回照射ニチ

ハ増加セリ．第3回照射ニテハー一暦其ノ増減ノ

差ヲ減ジ李均遊走速度ハ照射後1時闇目ト5時

聞目トニ3・925μ／分ノ差トナリ，卒均核分葉数

ニチハ0．75ノ差トナレリ．而シテ其ノ4均核分

葉数昌於テ封書値ヲ下ラザリキ．第4回照射二

至リテハ特二甚シク其ノ差ヲ減ジ，平均遊走速

度二於テ，其ノ差2・425μ／分，雫均核分葉藪ハ

僅カニ0．02トナレリ．然ルニ第5回照射ニチハ

再ビ比較的著明トナリ，亭均遊走速度ハ其ノ差

7・825Pt／分トナリZF競艇分葉数ニチハ共ノ差O・85

ヲ示スニ至レリ．而シテ第4回，第5回照射＝

テハ甚ダ僅少ナルモ共ノ5時間目打亭均核分葉

数が塁ナ照値以下二減ゼリ，EPチ第4回，第5回

照射二於テハ多少ノ差ヲ：有スルモ照射後1時間

目＝ハ退行性右方移動，5時間目附ハ進行性左

方移動ヲ示セリ．然ルニ第3回照射＝於テノミ

退行性右方移動ハ僅カニ存スルモ進行性ナルモ

左方移動ヲ照射後5時間目ニハ表サ・ザリキ．カ

・ル退行i生右方移動並二進行性左方移動ノ攣化

ノ來ル：事が本編二於ケル隔日連績照射並＝2日

首骨ノ3回蓮績照射二於ケル特色ニシテ生艦二

軸スル同一刺戟ノ反覆セラレタル場合二來ス反

慮ノ攣化ヲ示スモノナリ．

 以上余ノ實験成績ヲ文献二封比シテ考按スル

ニ，先ヅ第2號家兎ト第3號家兎トノ間ノ照射

セラレタル背部勢財部ノ歌況，並二膿重ノ攣動

二就テ見ル＝L，第2章第1節二既述セシ如ク，

共ノ聞二比較的著明ナル差違ヲ見ルナリ．帥チ
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第2號家兎ト第3號家兎ト目引，人工高山太陽

燈ヲ用ヒ，紫外線ヲ40糎ノ距離ヨリ15分間同一

：量ヲ照射シタル場合＝，共ノ勢毛背部ノ紅斑獲

生＝付テハ著明ナル攣化ヲ見工出シ得ザリシ

モ，共ノ褐色ヲ帯ビ來ル事二於テ，第2高家兎

ハ第3號家兎ヨリ早ク來り，且ツ第2號家兎ニ

ハ著明ナル粒1糠歌ノ落屑ナキニ，第3號家兎ニ

ハ著明二護生シ，両毛歌態二於テモ第2號家兎

ハ第3號家兎ヨリ早ク，且ツ禮重ノ増加モ早カ

リキ．カクノ如ク同性ノ雄性家兎二於テ僅カナ

ル醒重：ノ差異ヲ有スルモノが紫外線ノ同一量ノ

刺戟二封シ，感受1生ノ相違，師チ個性的相違ヲ

有スル事ヲ知レリ．之レEPチEUinger氏ノ照射

後，24時間＝最：少ノ紅斑ヲ來ス照射量二，参事

著シキ個性的相違ヲ有スト述べ，性ニハ關係ヲ

有セズ，同性＝テモカ・ル相違ノ有スル事ヲ述

べ居ル事實ト，余ノ此ノ成績ハ合致スルモノナ

リ．

 1）赤血球数

 余ハ嚢キニ輕量照射ニチハ，赤血球数ニハ著

攣ナク，中等量照射ニチハ初メー時的二増加ス

モ後減少ノ傾向ナル事ヲ述べタリ．而シテ本編

二於ケル第；1群，第1號家兎二於テハ，照射直

後ニー時的二増加スルが如ク＝テ，後減少セル

ハ本家兎二於テハ初唇歯等量照射ノ場合ト同着

ノ刺戟が加ハリタル爲二，一時的増加ヲ來シタ

リトモ考ヘラル・ナリ．其ノ後ノ減少モ後陸餌

リテ増加シ居ルナレバ，或ハ著攣ヲ有セズトナ

スが適當ナリトモセラル・ナリ．

 第2群ノ第2，第3號家兎ニチハ中等量ノ照

射ナレバ其ノ三論ニ」曾加スル事が第；1回照射二

依ツテ來リ，第2回照射ガ1日後＝來リシ爲＝

再ビ増加ヲ示シ，カクシテ第3回照射迄ハ増加

ヲ綾ケタルモ其ノ後バー般二減退北向ヒタリ．

之レ第3回照射迄ハ其ノ刺戟が造血機能二適適

二作用シ，後二至リ梢々過刺戟トナリタル五二

減少ヲ示スニ至リシナランカ．

 2）白血球絡数並二各種白血球百分傘

 余・ハ既二輕：量照射：テハ白血球総数ハ増加

シ，中等量灘射ノ場合ハ白1血球絡数ハ照射直後

ハ減少シ，後増加スル事ヲ述べ置キタリ．本編

二於ケル第1群，第1號家兎ノ輕量照射ノ場合

一斗多ノー路ヲ辿り，第2群ノ中等量照射ノ場

合ハ初メ減少シ，後増加ノ傾向ニアルモ，第1

回照射ニチハ其ノ状態ガ…酎照準ヨリ低キ激値ニ

テ行ハレ，第2回，第3回照射ニチハ著明二照

射直後ノ減退，其ノ後ノ増加ヲ示シタリ．其ノ

以後バー帰山減少ヲ示セリ．之レ赤血球藪ノ場

合ト同様二造血機能二封スル刺戟が適當ヨリ大

トナリシ爲二戸ルナランカ．

 至正エオジン嗜好白血球百分率ハ即下，中等

量共二増多ヲ示ス事モ既二余ノ報告シタル所ナ

リ．故二第1群ノ第1號家兎ニチハ時二減少ヲ

見ル：事アルモー一二増加シ，第2群ノ中等量照

射ニテハー般二増加ノー路ヲ辿り居ルナリ．

 淋巴球ハ全ク之レニ反ス．

 大軍核球ハ輕量，中等量共二増加ヲ來シ居ル

モ本編ニチハ第1群，第1號家兎ニチハ第2回

黒射二依ツテ増加シ，第2群ノ中等量照射二宮

ツテハ第3回照射＝増加ヲ示シタルノミナリ

キ．嗜塵基白亜1球ハ輕量並二中等：量照射ニチハ

著攣ナキナレバ本編二於テモ先ヅー定ノ攣化ヲ

有スルト云フヲ得ザル状況ニアルナリ．

 「エオジン嗜好白血球ハ輕量照射ニテハー時

的減少ヲ來シ，後増加ヲ示シ，申等量ニチハ減

少ヲ示スナルモ，本編＝於テハ第1群ノ輕量照

射ノ場合ハ初メー時的減少ヲ來スモ休日二増加

スルノ傾向ヲ有シ，第；2群ノ中等：量照射ノ家兎

二幅リテハ主トシテ5回照射後二増加ノ傾向ヲ

示シタリ，之レ蓮績照射二依リ漸次馴致性ヲ有

スル：爲ナランカ．

 3）假性エオジン嗜i好白血球機能並蛸脚均核

分葉激

 前述ノ如ク第1群，第1號家兎ハgg 1回照射

ニチハ1時間目二輕度ノ退行性右方移動ヲ示シ

後著明ナル進行性左方移動トナリ，第2回照射

ニチハ照射後1時分目ハ退行性右方移動ヲ表サ

ズ直チニ左方移動ヲ示シ，第3回1照射二至リテ

ハ照射後1時亜目司直チニ進行性左方移動ヲ示

セリ．之レ帥チ輕：量ノ50糎ノ距離ヨリ5分闇照
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射シタルモノト同様ナル反鷹ナルナリ．：第2群

ノ申等量照射ノ2頭ノ家兎二於テハ，僅カニ個

性的差蓮ハ有スルモー般二第1回照射ヨリ第2

回，第3回照射，第4回照射ト照射後1時間目

ノ退行性右方移動ト5時間目ノ進行性左方移動

が著明ヨリ不著明Fナリ，其ノ差ヲ減磨リ．帥

チ第3回照射二於テハ左方移動ヲ示サズ第4回

照射ニチハ封照値ノ附近ヲ僅力＝上下スル＝止

マル迄＝至レリ．カ・ル歌態ノ依ツテ來ル理由

ハ前報告ニモ述べタルが如ク，生物學的常則タ

ル，同一刺戟ヲ反覆シタル場合ハ，其ノ刺戟二

謝シ，第1回刺戟ヲ受ケタル場合ト異ナル態度

ヲ表ハス事並二人工高山太陽燈ヲ用ヒ，紫外線

ヲ同・一個禮二i封シ，同一箇所ヲ弱力ナル照射二

漸次馴ラス時日，強力ナル照射＝モ著シキ紅斑

ヲ獲生田ズ，カ・ル事ノ依ツテ來ルハー種ノ局

所ノ光線国軍作用F見ルベキナリト：Perthes即

断述べ居ルナリ．而シテ其ノ保護カバ7日目位

が最大ナリト云フ．故二男量照射ノ場合ニテ相

當ノ間隔ヲ以テ照射セラレタル爲二容易二局所

三音ヲ得，馴レ來リ，第3回照射ハ丁度7日目

頃二至ル爲二其ノ照射ヨリー段少ナキ輕量1照射

ト同様ナル反鷹ヲ表シタルモノトモ考へ得ルナ

リ．叉申等量照射’ノ場合ハ相當大量ニテ隔日照

射ナレパ家兎ニハ過刺戟トナリ，漸次核数ヲ増

ス傾向トナリ鉢開ヲ得且ツ馴レ來リテ其ノ反

鷹ヲ減退シタルモ，7日目二至リ溶々確實ナル

保護カヲ得テ，爲二第5回照射ニテ再ビ努々其

ノ反慮ノ増大ヲ來シタリト云フ事モ考へ得ラル

・ナリ．

結

 余ハ3頭ノ家兎ヲ第1群ト第2群二分チ，紫

外線ノ輕量並寒中等量ヲ飯事＝於テハ2日間ノ

聞隔ニテ3回，中等量ハ隔日二5回照射シ12日

乃至13日聞二：亘り，血液像並二白血球機能ヲ槍

シ，次ノ結果ヲ得タリ．

 第1．紫外線ノ輕：量ヲ3回，2日間ノ間隔ニ

テ照射ノ場合（50糎ノ距離ヨリ10分課照射）

 1．赤血球熱心僅カニ増減アルモ著攣ヲ認メ

ズ．

 2．白血球総数バー一般二増加ノ傾向ナリ．

 3．假性エオジン嗜好白血球ハ百分率曲弾テ

時二減ズル事アルモ一般二増加ノ傾向ナリ．

 淋巴球市之レニ相反シ，：大横核球，嗜盤基

白血球「エオジン嗜好白血球ハ共二出国ヲ示サ

ズ．

 4．仮性エオジン嗜好白血球ノ平均乗数ハ最

初遊唄カニ増加スルモ後バー斗組減少セリ．

 5．假性エオジン嗜好白血球ノ遊走丁度並一

拝粒食喰機能ハ最初僅カニ減退スルモ後バー般

二昂進セリ．

 第2．紫外線ノ中等：量ヲ隔日5回熊射ノ場合

（40糎ノ距離ヨリ15分聞照射）

論

 1．赤血球数ハ初メ増加シ，後減少セリ．

 2．白血球総数ハ時二増加スル事アルモ一般

二減少セリ．

 3．假性エオジン嗜好白血球百分率バー般二

増加シ，淋巴球ハ之レニ相反シ，大軍核球，嗜…

盤基白血球二著攣ナク，「エオジン嗜好白血球

ハ1擢射’後二増加ノ傾向ナリ．

 4。假性エオジン嗜…好白血球雫均核分葉数ニ

チハ照射二条リ，照射後1時間目二増加シ，5

時間目二減少スルモ照射回章ヲ重ヌルニ從ヒ，

梢反鷹ノ減退ヲ認ム．

 5．物性エオジン嗜好白血球ノ遊走速度ハ照

射後1時閻目二減退シ，5時間目ニハ昂進スル

ナルモ照射ヲ重ヌルニ從ヒ，僅カニ反憲ノ減退

ヲ認ム．

 是ヲ要スルニ輕量ノ蓮績照射（50糎ノ距離ヨ

リ10分間2日ノ間隔ニテ5部門ニチハ最初二退

行性右方移動ヲ思ハスル事アルモ其ノ後ハ照

射二依リ，一般二進行性左方移動トナル．

 申等量ノ輝輝照射（40糎ノ距meヨ V 15分間，

隔日5回）ニチハ白血球総激ハ後二至り減少シ

來り，且ツ照射二依り1時聞目ニハ退行性右方
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移動5時間目ニハ進行性左方移動ヲ示シ，回ヲ

重ヌルモ蓄積性ヲ認メズ，只輕キ馴致性ヲ有ル

ヲ知レリ．

丈献後揚
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